
注
意
事
項

　　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
・「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。
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イ
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】
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】
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　【
あ
ら
す
じ
】

　
ガ
イ
オ
ン
軍
地
上
部
隊
、普
通
科
連
隊
か
ら
選
抜
試
験
を
パ
ス
し
、Ｓ
Ｓ
Ｆ（
宇

宙
特
務
部
隊
）
の
隊
員
と
な
っ
た
コ
ー
ツ
。
核
兵
器
を
載
せ
た
貨
物
宇
宙
船
の
情

報
に
よ
り
、
コ
ー
ツ
を
始
め
と
す
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
小
隊
の
隊
員
達
は
、
貨
物
宇
宙

船
強
襲
作
戦
へ
と
駆
り
出
さ
れ
る
。



　
ウ
ラ
デ
ィ
ー
ミ
ル
・
レ
ズ
ノ
フ

　　「
遅
い
!
も
う
一
回
だ
!
」

　
あ
た
り
に
怒
号
が
響
く
。
も
う
何
度
こ
の
怒
鳴
り
声
を
聞
い
た
か
わ
か
ら
な

い
。

　
俺
は
昨
日
、こ
の
ガ
イ
オ
ン
軍
地
上
部
隊
第
１
９
Ｓ
Ｓ
Ｆ（
宇
宙
特
務
部
隊
）連

隊
の
選
抜
試
験
に
合
格
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｆ
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
今
日
は
早
速
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
大
尉
の
監
視
下
で
、
地
獄
の
よ
う
な
訓
練

を
受
け
て
い
た
。

　
今
や
っ
て
い
る
の
は
キ
ル
ハ
ウ
ス
突
破
訓
練（
Ｋ
．
Ｂ
．
Ｔ
．）だ
。
そ
こ
で
俺

は
２
３
秒
４
４
と
い
う
タ
イ
ム
を
出
し
て
怒
鳴
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
だ
。
そ
れ

に
し
て
も
、
俺
が
普
通
科
連
隊
に
居
た
頃
は
、
２
３
秒
な
ん
て
タ
イ
ム
を
出
そ
う

も
の
な
ら
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
だ
っ
た
は
ず
だ
が
…
Ｓ
Ｓ
Ｆ
に
は
バ
ケ
モ
ノ

し
か
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　「
コ
ー
ツ
、
遅
い
ぞ
。
２
３
秒
も
か
か
っ
て
い
た
ら
と
っ
く
に
蜂
の
巣
に
さ
れ

ち
ま
っ
て
る
。
一
つ
一
つ
の
動
作
を
正
確
に
、
素
早
く
こ
な
す
ん
だ
。
見
た
と
こ

ろ
リ
ロ
ー
ド
が
遅
い
よ
う
だ
な
、
そ
れ
な
ら
ハ
ン
ド
ガ
ン
に
持
ち
替
え
た
方
が
早

い
ぞ
」

　
そ
う
、
大
尉
は
俺
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
。
俺
は
訓
練
の
繰
り
返
し
で
ヘ
ト

ヘ
ト
だ
っ
た
が
、
こ
の
Ｋ
．
Ｂ
．
Ｔ
．
が
最
後
の
新
兵
訓
練
だ
そ
う
な
の
で
、
な

ん
と
し
て
も
こ
の
訓
練
を
ク
リ
ア
し
て
や
る
と
い
う
意
気
込
み
で
、
も
う
一
度
Ｌ

Ｓ
―
８
（
ビ
ー
ム
式
ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
の
採
用
品
。）
を
掴
ん
で
ス

タ
ー
ト
地
点
へ
と
向
か
っ
た
。

　「
よ
し
、
始
め
る
ぞ
、
準
備
は
?
」

　「
で
き
て
い
ま
す
」

　「
で
は
、
ス
タ
ー
ト
!
」

　
大
尉
の
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ル
が
響
く
と
同
時
に
、
俺
は
キ
ル
ハ
ウ
ス
の
最
初
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
へ
と
向
か
っ
た
。

　「
第
一
地
点
!
タ
ー
ゲ
ッ
ト
３
つ
!
撃
て
撃
て
!
」

　
大
尉
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
共
に
飛
び
上
が
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
３
つ
を
撃
ち
倒
す
。
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　「
次
の
地
点
だ
!
行
け
行
け
!
」

　「
第
二
地
点
!
タ
ー
ゲ
ッ
ト
４
つ
!
迅
速
に
制
圧
し
ろ
!
」

　
大
尉
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
前
に
全
て
を
撃
ち
倒
す
。

　「
第
三
地
点
!
グ
レ
ネ
ー
ド
だ
!
」

　「
第
四
地
点
!
タ
ー
ゲ
ッ
ト
５
つ
!
」

　「
第
五
地
点
!
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ン
を
使
え
!
」

　「
最
終
地
点
!
タ
ー
ゲ
ッ
ト
６
つ
!
」

　　「
最
終
タ
イ
ム
は
２
０
秒
１
２
、
良
く
は
な
い
が
悪
く
も
な
い
。
ま
あ
こ
れ
な

ら
合
格
だ
ろ
う
」

　
と
大
尉
は
言
っ
た
。
普
通
科
連
隊
の
連
中
で
も
中
々
出
せ
な
い
タ
イ
ム
を
叩

き
出
し
て
や
っ
と
合
格
ら
し
い
。
こ
こ
に
い
た
ら
体
が
も
ち
そ
う
に
な
い
。

　「
ふ
む
…
ま
あ
何
に
せ
よ
、
こ
れ
で
新
兵
訓
練
は
終
わ
り
だ
。
お
前
に
は
次
か

ら
俺
の
指
揮
下
に
入
っ
て
任
務
を
し
て
も
ら
う
。
初
任
務
に
は
心
し
て
か
か
れ

よ
」

　「
了
解
で
す
、
大
尉
」

　　　『
国
籍
は
地
球
連
邦
、
行
き
先
は
ガ
イ
オ
ン
共
和
国
領
星
Ｃ
Ｎ
―
２
１
、
ヴ
ァ
ン

ツ
ー
リ
ア
区
だ
。
"
積
荷
"
の
登
録
ナ
ン
バ
ー
は
２
１
２
１
―
８
５
６
１
―
３

３
０
０
。
交
戦
規
定
は
特
に
な
し
、
自
由
だ
。
搭
乗
員
へ
の
発
砲
は
全
面
的
に
許

可
さ
れ
て
い
る
。
…
そ
れ
か
ら
、
"
積
荷
"
の
確
保
は
慎
重
に
行
う
よ
う
に
』

　『
了
解
』

　　
…
外
の
宇
宙
は
星
で
満
ち
て
い
る
。

　
今
回
の
任
務
は
、核
兵
器
を
載
せ
た
貨
物
宇
宙
船
の
強
襲
、核
兵
器
の
回
収
だ
。

そ
し
て
こ
れ
が
、
俺
の
Ｓ
Ｓ
Ｆ
隊
員
と
し
て
の
初
任
務
と
な
る
。

　『
目
標
船
へ
到
着
ま
で
３
０
秒
、
各
員
準
備
せ
よ
』

　
大
尉
の
指
示
だ
。
俺
は
そ
れ
を
聞
き
、
宇
宙
服
を
着
て
準
備
を
す
る
。

　『
各
機
、
ポ
ッ
ド
射
出
ま
で
３
，
２
，
１
…
』
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　『
射
出
』

　
静
か
に
、
小
さ
な
個
人
用
宇
宙
航
行
機
か
ら
、
小
さ
な
、
隊
員
を
乗
せ
た
ポ
ッ

ド
が
射
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
射
出
さ
れ
た
ポ
ッ
ド
は
完
全
に
真
っ
二
つ

に
割
れ
、
俺
た
ち
は
宇
宙
空
間
に
放
り
出
さ
れ
た
。

　『
各
員
、
ブ
ー
ス
タ
ー
を
確
認
し
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ろ
』

　
俺
は
大
尉
の
指
示
に
従
い
、
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
。

ブ
ー
ス
タ
ー
の
炎
で
推
進
し
、
目
標
の
宇
宙
船
に
ど
ん
ど
ん
近
づ
く
。

　
そ
し
て
、
も
は
や
宇
宙
船
は
目
の
前
と
な
っ
た
。

　『
各
員
、
グ
ロ
ー
ブ
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
貼
り
つ
け
』

　
大
尉
の
合
図
と
共
に
、
隊
員
達
は
一
斉
に
、
グ
ロ
ー
ブ
に
付
い
た
マ
グ
ネ
ッ
ト

で
宇
宙
船
に
貼
り
つ
く
。

　『
俺
が
外
部
ハ
ッ
チ
を
開
け
る
。
合
図
と
共
に
侵
入
し
ろ
』

　『
３
，
２
，
１
…
よ
し
、
侵
入
し
ろ
』

　
合
図
と
共
に
、
俺
た
ち
は
一
斉
に
開
い
た
ハ
ッ
チ
か
ら
船
内
へ
と
侵
入
し
た
。

- 4 -


	　ウラディーミル・レズノフ

